
１、教科名[数学]　科目[数学基礎]　単位数[2]　学年[1]　

２、指導目標：　 （１）

３、指導計画

76
時間

4 計算の基礎 6 小学校、中学校で学習した計算を中心に復習し、高校での学習につなげる。

3

3

3

6 文字の計算② 6 整式の加法・減法の仕組みを理解し、それらの計算ができる

7 展開の公式 6
乗法公式を理解することによって、整式の展開を乗法公式を利用してより早く
能率的に計算することができる。また、式の一部を１つの文字に置き換えて考
えるなど見通しを持って整式を展開することができる。

復習問題 4

9 因数分解 6
分配法則や乗法公式を逆に用いて因数分解することについて理解し、因数分
解の公式が利用できる。

10
根号を含む

　　　　　式の計算① 5 根号を含む式の基本的な計算をすることができる。

復習問題 1

10 5

11 5

有理数と実数 2
有理数と無理数の意味及び数の範囲の広がりについて理解する。
有理数と無理数を小数で表したときの特徴を調べる。

復習問題 1

12

1 不等式 4
不等号の意味を理解し、数量の間の大小関係を不等式で表すことができる。ま
た、不等式を調べることによって不等式の性質を理解する。

復習問題

不等式の解 2
たがいに関連しながら変化するものとしての関数の概念の理解を確実にし、ま
た、１次関数のグラフをかくことができる。

2 不等式の解 6
不等式の性質を用いて不等式を変形することができる。さらに、不等式を成り
立たせる数の範囲を求めることができる。１次不等式を利用して文章題を解決
することができる。

3 集合 2 条件を満たすものを集合の要素としてとらえることができる。

文字を含んだ式の約束を確認し、正しく文字式を扱うことができる。また、単項
式、次数、係数、多項式、項、整式、定数項など、式についての用語の意味を
理解し、同類項や整式の次数など、整式を整理する中で、式についての見方
を豊かにする。

令和２年度　シラバス

数学における基本的な概念や原理・法則の理解を深め、事象を数学的に考察し処理する能力を高め、数学的活動
を通して創造性の基礎を培うとともに、数学的な見方や考え方のよさを認識し、それらを積極的に活用する態度を育
てる。

学期 月 章 節 単元名・教材名 指導目標 評価･反省

前

期

１
章
　
　
数
と
式

１
節
　
整
式

5 文字の計算①

後

期

２
章
方
程
式
と
不
等
式
と
集
合

２
節
　
実
数

根号を含む
　　　　式の計算②

分母の有理化について理解し、それを活用する能力を伸ばす。

１
節
１
次
方
程
式
・
不
等
式
・
集
合

1次方程式 6

方程式とその解の意味を理解する。等式の性質を基にして，移項の意味を理
解する。
移項を用いて1元1次方程式を解く。
かっこを含む方程式や係数に小数や分数を含む方程式を解く。


